
江
戸
時
代
は
医
学
が
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
た
時
代
で
あ
る
。
特
に
『
解
体
新
聿
昌
に
象
徴
さ
れ
る
オ
ラ
ン
ダ
を
通
じ
て
の
西
洋
医
学
の
受

容
は
、
医
学
の
西
欧
化
の
暁
鐘
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
勿
論
「
解
体
新
書
』
以
前
に
も
断
片
的
な
が
ら
知
識
は
流
入
し
て
い
た
。
例

（
１
）

え
ば
、
カ
ス
パ
ル
流
外
科
な
ど
に
お
け
る
日
本
の
外
科
へ
の
西
洋
医
学
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
氏
の
研
究
な

ど
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
「
セ
イ
ノ
ン
」
、
「
ゼ
イ
ヌ
ン
」
な
ど
の
単
語
に
代
表
さ
れ
る
「
神
経
概
念
」
に
関
す
る
知
識
の
流
入
に

（
２
）

つ
い
て
も
酒
井
シ
ヅ
氏
に
よ
る
詳
細
な
研
究
な
ど
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ま
で
の
江
戸
期
の
西
洋
医
学
の
受
容
過
程
の
研
究
は
、
「
西
洋
医
学
の
影
響
」
と
い
う
側
面
か
ら
の
研
究
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
い
つ
頃
か
ら
西
洋
の
「
正
し
い
」
医
学
知
識
が
日
本
に
入
っ
て
き
た
の
か
？
と
い
う
視
点
が
主
で
あ
り
、
「
東
洋
医

学
の
影
響
」
と
い
う
側
面
か
ら
の
研
究
が
手
薄
で
あ
る
よ
う
に
筆
者
は
考
え
る
。

（
３
）

村
上
陽
一
郎
氏
の
『
科
学
史
の
逆
遠
近
法
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、
決
し
て
当
時
の
医
学
が
現
代
医
学
「
の
た
め
に
」
あ
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
当
時
の
患
者
、
医
者
「
の
た
め
に
」
存
在
し
て
い
た
以
上
、
ま
た
、
「
歴
史
は
、
過
去
か
ら
現
在
へ
流
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
過
去
の
状
態

一
、
は
じ
め
に

〃
解
体
新
書
〃
以
前
の
「
神
経
」
概
念
の
受
容
に
つ
い
て

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
四
巻
第
三
号

平
成
十
年
九
月
二
十
日
発
行

松

村 平
成
九
年
四
月
十
八
日
受
付

平
成
十
年
五
月
八
日
受
理

紀

明
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が
現
在
の
状
態
を
決
定
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
現
在
が
過
去
を
決
定
す
る
、
な
ど
と
い
う
奇
妙
な
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
が
許
さ
れ
て
ょ
い
は

（
４
）

ず
が
な
い
」
以
上
、
当
時
の
医
学
を
「
歴
史
的
」
に
記
述
す
る
た
め
に
は
、
現
代
医
学
の
側
か
ら
の
視
点
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
の
医

学
の
側
か
ら
の
視
点
に
も
同
等
な
比
重
を
置
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
は
こ
の
よ
う
な
考
え
に
基
づ
き
、
解
体
新
書
以
前
の
西
洋
医
学
の
受
容
に
つ
い
て
、
い
ま
ま
で
あ
ま
り
試
み
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
東

洋
医
学
的
側
面
」
か
ら
の
考
察
を
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

二
、
嵐
山
甫
安
の
『
蕃
国
治
方
類
聚
」

（
５
）
（
６
）

桂
川
流
外
科
の
始
祖
と
い
わ
れ
る
嵐
山
甫
安
が
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
出
し
た
「
蕃
国
治
方
類
聚
』
は
、
序
文
な
ど
に
よ
れ
ば
、
三
人

の
藺
館
医
か
ら
学
ん
だ
も
の
に
、
向
井
元
升
が
蘭
館
医
か
ら
学
ん
だ
も
の
を
加
え
て
ま
と
め
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
先
行
研
究
に
お

（
２
）

い
て
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
、
紅
毛
流
外
科
の
段
階
で
不
完
全
な
が
ら
も
既
に
「
神
経
説
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
察
を
し
て
み
る
。
『
蕃
国
治
方
類
聚
』
の
「
頭
首
」
の
項
を
見
よ
う
。

頭
ノ
内
ニ
セ
ッ
ノ
筋
有
此
名
ヲ
セ
イ
ビ
ン
セ
イ
ノ
ン
ト
云
也
此
筋
ハ
ー
ニ
ハ
目
ニ
ッ
リ
テ
物
ヲ
能
見
分
ル
ー
三
ハ
ロ
ニ
ッ
リ
テ
味

ヲ
能
覚
ル
三
ニ
ハ
鼻
ニ
ッ
リ
テ
香
ヲ
能
覚
ル
四
ニ
ハ
耳
ニ
ッ
リ
テ
物
ヲ
能
聞
分
ル
五
ニ
ハ
舌
ニ
ッ
リ
テ
物
ヲ
能
イ
フ
ナ
リ
六
ニ

ハ
一
切
腹
中
一
一
ツ
リ
テ
陰
陽
ノ
ワ
カ
チ
ヲ
知
也
七
ニ
ハ
手
足
ニ
ッ
リ
テ
能
動
ク
此
セ
ッ
ノ
筋
痛
ミ
滞
り
有
ト
キ
ハ
大
便
小
便
不
通
萬

二
心
苦
シ
キ
也
又
人
ノ
エ
夫
勘
ノ
ッ
ョ
キ
智
恵
ア
ル
モ
此
筋
ノ
業
也
此
筋
痛
有
ハ
ロ
ュ
カ
ミ
手
足
モ
叶
難
シ
故
諸
腫
物
二
針
ヲ
立

ル
コ
ト
此
筋
ヲ
能
見
分
テ
タ
ッ
ル
ヘ
シ
此
筋
ヲ
切
ヌ
レ
ハ
或
死
或
手
足
ノ
筋
ツ
リ
テ
カ
カ
ミ
難
シ

（
７
）

酒
井
氏
や
小
川
氏
の
研
究
も
こ
れ
を
不
完
全
な
が
ら
神
経
説
の
紹
介
で
あ
る
と
し
、
両
氏
の
説
が
通
説
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し

か
し
、
「
打
傷
付
骨
ク
ジ
キ
」
の
項
に
、
欧
州
で
広
く
行
わ
れ
た
潟
血
に
よ
る
次
の
よ
う
な
治
療
法
が
書
か
れ
て
い
る
。
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つ
ま
り
、
セ
イ
ビ
ン
セ
イ
ノ
ン
か
ら
血
を
取
る
と
い
う
こ
と
は
、
セ
イ
ビ
ン
セ
イ
ノ
ン
は
血
を
め
ぐ
る
筋
で
あ
る
、
と
甫
安
は
解
釈
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
『
蕃
国
治
方
類
聚
」
の
目
録
を
見
る
と
、
「
セ
イ
ピ
ン
セ
イ
ノ
ン
」
の
記
述
が
あ
る
「
頭
首
」
の
項
は
「
頭
首
付
経

絡
」
と
あ
る
が
、
「
セ
イ
ビ
ン
セ
イ
ノ
ン
」
の
記
述
に
終
始
し
て
い
る
。
以
上
を
総
合
す
る
と
「
セ
イ
ビ
ン
セ
イ
ノ
ン
」
Ⅱ
「
経
絡
」
と
解
釈

し
て
い
た
と
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
前
引
の
「
打
傷
付
骨
ク
ジ
キ
」
の
中
で
、
「
此
筋
同
経
」
と
「
経
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
も

ま
た
「
丹
毒
、
草
瘡
」
の
項
に
は
次
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

丹
毒
ノ
症
ハ
悪
キ
草
瘡
也
大
事
成
症
有
熱
甚
ク
痛
ミ
強
ク
気
血
経
ヲ
フ
サ
キ
テ
忽
チ
死
ス
有

つ
ま
り
「
気
血
」
が
「
経
」
を
塞
い
で
死
に
至
る
場
合
が
有
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
「
経
絡
思
想
」
に
囚
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
伺
え
る
。
更
に
「
気
血
思
想
」
、
「
経
絡
思
想
」
だ
け
で
は
な
く
、
甫
安
が
、
後
世
派
の
基
礎
理
念
で
あ
る
「
陰
陽
五
行
説
」
に
囚
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
記
述
が
「
庁
瘡
」
と
い
う
項
に
あ
る
。

心
ノ
臓
ノ
庁
ヲ
火
焔
庁
卜
云
也
…
…
其
色
赤
ク
黄
也
・
・
・
…

肝
ノ
臓
ノ
庁
ヲ
紫
燕
庁
卜
云
…
…
紫
ヲ
包
ダ
ル
色
ノ
如
ク
…
…

脾
ノ
臓
ノ
庁
ハ
黄
鼓
庁
卜
云
也
初
発
ニ
ハ
泡
ノ
如
ニ
シ
テ
黄
色
也
・
・
…
．

肺
ノ
臓
ノ
庁
ヲ
白
刃
庁
卜
云
也
初
発
ニ
ハ
泡
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
白
シ
・
：
…

こ
れ
で
う
な
ず
け
る
。

ま
た
「
丹
毒
、
草
産

筋
同
経
也

血
ヲ
取
事
阿
閨
陀
流
ノ
肝
要
也
大
病
ハ
ニ
七
日
小
病
ハ
一
七
日
程
過
テ
後
二
取
也
是
一
一
テ
血
滞
ナ
ク
重
テ
無
病
也
胴
ョ
リ
頭
二

至
テ
ハ
尺
沢
ノ
穴
ョ
リ
取
也
胴
ヨ
リ
足
二
至
テ
ハ
足
ノ
甲
大
指
ノ
通
二
筋
有
是
ヲ
セ
イ
ビ
ン
セ
イ
ノ
ン
ト
云
也
上
ハ
尺
沢
下
ハ
此
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「
陰
陽
五
行
説
」
に
よ
る
と
、
木
、
火
、
土
、
金
、
水
の
五
行
に
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
当
て
は
め
て
い
る
の
だ
が
、
上
記
の
庁
瘡
の
説
明
は
、

明
ら
か
に
こ
の
陰
陽
五
行
説
に
囚
ら
わ
れ
て
い
る
。

以
上
に
よ
り
、
「
蕃
国
治
方
類
聚
」
で
は
、
確
か
に
「
セ
イ
ビ
ン
セ
イ
ノ
ン
」
と
い
う
単
語
が
登
場
し
、
「
セ
イ
ノ
ン
」
は
《
閏
目
ロ
雪
雲
．
（
神

経
）
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
内
実
を
検
討
し
て
み
る
と
、
甫
安
は
こ
れ
を
「
経
絡
」
と
混
同
し
て
お
り
、
「
気
血
思
想
」
、
「
経

絡
思
想
」
の
中
に
完
全
に
埋
没
し
て
し
ま
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

「
心
経
」
「
肝
経
」
の
他
に
、
巻
第
一

と
い
う
項
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

（
８
）

中
村
宗
理
の
『
紅
毛
秘
伝
外
科
療
治
集
」
は
、
「
蕃
国
治
方
類
聚
』
が
ま
と
め
ら
れ
た
翌
年
の
貞
享
元
年
二
六
八
四
）
に
著
さ
れ
た
も
の

（
９
）

で
あ
る
。
酒
井
氏
な
ど
の
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
巻
第
二
「
金
瘡
部
」
の
「
経
絡
」
の
項
に
「
神
経
」
と
「
脈
管
」
に
つ
い
て
、
「
経
絡
」
と

一
括
し
て
書
か
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
他
の
部
分
に
「
脊
髄
神
経
」
や
「
脳
神
経
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
、
と
い
う
。

実
際
、
「
心
経
」
、
「
肝
経
」
、
「
髄
筋
」
の
説
明
が
あ
り
、
こ
れ
は
ガ
レ
ノ
ス
の
「
動
脈
」
、
「
静
脈
」
、
「
神
経
」
に
対
応
し
て
お
り
、
明
ら
か

実
際
、
「
心
経
」
、
「
肝
経
」
、
「
蹄

に
西
洋
医
学
の
影
響
と
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
「
血
止
ル
事
」
に
は
「
心
経
」
と
「
肝
経
」
に
つ
い
て
の
次
の
よ
う
な
解
説
が
あ
る
。

血
ハ
心
経
卜
肝
経
ョ
リ
出
ル
心
経
ョ
リ
出
ル
血
ハ
上
々
ノ
紅
ニ
シ
テ
薄
シ
出
ル
ー
走
り
飛
肝
経
ョ
リ
出
ル
血
ハ
色
濃
ニ
シ
テ
出
ル

腎
ノ
庁
ヲ
黒
厭
面
庁
卜
云
也
…
…
初
発
泡
ノ
如
ク
紫
色
也

二
静
也

三
、
中
村
宗
填
の
「
紅
毛
秘
伝
外
科
療
治
集
」

巻
第
二
に
は
重
要
な
筋
と
し
て
「
髄
筋
」
を
挙
げ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
頭
ノ
薄
ョ
ウ
ニ
疵
有
シ
ル
シ
ノ
事
」
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髄
ヲ
包
ム
上
ノ
薄
皮
切
ル
カ
突
カ
ナ
レ
ハ
頭
痛
沫
ヲ
吐
是
ハ
髄
ョ
リ
胸
腹
ハ
行
髄
筋
有
故
也
頭
ノ
煩
ア
レ
ハ
吐
逆
ス
ル
者
也
又
時

ニ
ョ
リ
腹
痛
ス
皆
是
右
ノ
髄
筋
有
故
也

こ
の
「
髄
筋
」
は
、
明
ら
か
に
「
神
経
説
」
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
「
神
経
説
」
の
日
本
へ
の
紹
介
、
と
し
て
し
ま

う
の
は
早
計
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
確
か
に
、
我
々
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
前
引
の
「
心
経
」
、
「
肝
経
」
は
ガ
レ
ノ
ス
の
「
動
脈
」
、
「
静

脈
」
に
見
え
、
「
髄
筋
」
は
「
神
経
」
に
思
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
概
念
体
系
と
し
て
、
こ
れ
ら
を
理
解
で
き
て
い
た
か
は
非
常
に
疑
問
で
あ
る
。
例
え
ば
、
こ
れ
ら
を
巻
第
二
で
は
「
経

絡
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
「
気
血
」
と
い
う
概
念
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
筆
者
は
そ
う
考
え
る
。
巻
第
三
は
「
諸
油
部
」
で
、

様
々
な
油
性
の
薬
品
に
つ
い
て
記
述
し
て
あ
る
の
だ
が
、
こ
の
第
九
葉
の
表
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
「
肉
桂
ノ
油
」
に
つ
い
て
書
か

つ
ま
り
気
血
が
冷
め
て
滞
っ
て
い
る
処
に
塗
れ
ば
、
血
の
め
ぐ
り
が
良
く
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
他
、
巻
第
五
な
ど
に
も
「
気
血
」

や
「
気
」
に
よ
る
説
明
が
散
見
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
紅
毛
秘
伝
外
科
療
治
集
」
は
、
前
節
の
『
蕃
国
治
方
類
聚
」
と
同
様
、
「
気
血
思
想
」

に
則
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
痛
み
を
通
じ
る
「
髄
筋
」
と
い
う
も
の
が
記
述
は
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
を
「
心
経
」
、
「
肝
経
」

れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

「
肉
桂
ノ
油
」
は
気
血
の
不
足
し
た
人
に
、
酒
に
入
れ
て
飲
ま
せ
る
と
良
い
。
夜
、
眠
れ
な
い
時
に
酒
に
入
れ
て
飲
む
と
、
気
血
を
補
う
働

き
が
あ
る
の
で
良
い
、
と
云
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
第
十
六
葉
の
裏
の
「
雄
狐
ノ
油
」
の
項
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

気
血
ノ
不
足
シ
タ
ル
者
二
酒
ニ
テ
用
テ
ョ
シ
．
：
・
・
・
夜
不
レ
寝
時
少
シ
酒
二
入
用
気
血
ヲ
補
テ
吉

主
治
気
血
冷
テ
メ
グ
リ
カ
タ
キ
処
二
塗
付
レ
ハ
忽
二
血
順
也
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こ
の
巻
で
は
、
巻
第
一

説
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

と
共
に
「
経
絡
」
と
呼
び
、
更
に
は
登
場
し
て
く
る
生
理
学
的
な
説
明
は
、
こ
と
ご
と
く
「
気
血
思
想
」
に
則
っ
た
も
の
で
あ
る
。
「
新
し
い
」

「
髄
筋
」
と
い
う
体
系
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
考
え
方
は
皆
無
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
宗
理
は
「
髄
筋
」
と
い
う
も
の
は
、
従
来
の
「
経
絡
」
の

域
を
出
る
も
の
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
巻
第
五
は
症
例
集
な
の
だ
が
、
多
く
の
経
絡
と
経
穴
が
登
場
し
て
く
る
。
そ
れ
を
見
る
と
、

こ
こ
で
巻
第
二
の
冒
頭
、
「
金
瘡
治
方
」
と
い
う
項
を
見
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
く
だ
り
が
あ
る
。

余
力
述
ル
所
ノ
経
絡
骨
節
ノ
説
ハ
医
書
二
所
し
論
ト
ハ
少
シ
差
誤
ア
ル
ヘ
シ
是
ハ
紅
毛
夷
ノ
伝
授
ヲ
直
二
言
キ
タ
リ

こ
の
「
少
シ
差
誤
ア
ル
ヘ
シ
」
と
い
う
の
は
ど
の
程
度
の
「
少
シ
」
の
「
差
誤
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
の
医
学
体
系
と
は
ま
っ
た
く

大
椎
ョ
リ
前
頂
マ
テ
腐
ル

身
柱
ョ
リ
筋
縮
マ
テ
ク
サ
レ

足
ノ
少
陽
胆
経
ノ
通
り
踵
し

身
色
ニ
シ
テ
光
明
ノ
経
ョ
リ
破
レ
…
…

此
奪
命
疽
…
。
：
足
ノ
太
陰
脾
経
箕
門
二
出
ル

此
腫
物
…
．
：
督
脈
ノ
通
り
長
強
二
出

此
腫
物
：
。
…
手
少
陰
心
経
二
出
タ
リ

督
脈
ノ
通
り
陶
道
ョ
リ
脳
戸
マ
テ
腐
破
ル

巻
第
二
で
解
説
さ
れ
て
い
る
「
髄
筋
」
が
全
く
登
場
し
な
い
。
代
わ
り
に
、
経
絡
と
従
来
の
「
気
血
思
想
」
に
よ
っ
て
解

（
巻
第
五
の
第
十
葉
の
裏
よ
り
引
用
）

（
巻
第
五
の
第
十
七
葉
の
裏
よ
り
引
用
）

（
巻
第
五
の
第
三
十
三
葉
の
裏
よ
り
引
用
）

（
巻
第
五
の
第
三
十
八
葉
の
表
よ
り
引
用
）

（
巻
第
五
の
第
二
葉
の
表
よ
り
引
用
）

（
巻
第
五
の
第
二
葉
の
裏
よ
り
引
用
）

（
巻
第
五
の
第
三
葉
の
表
よ
り
引
用
）
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異
な
る
も
の
、
と
い
う
意
味
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
巻
第
二
と
巻
第
五
は
全
く
違
っ
た
医
学
体
系
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
事
か
ら
分
る
よ
う
に
、
全
く
違
っ
た
医
学
体
系
で
あ
る
と
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
。
宗
瑛
は
確
か
に
、
「
髄
筋
」

を
痛
み
を
通
じ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
た
。
し
か
し
結
局
は
従
来
の
「
経
絡
」
の
概
念
に
よ
っ
て
「
髄
筋
」
を
解
釈
し
て
お
り
、

宗
興
は
藺
館
医
か
ら
教
わ
っ
た
医
学
の
体
系
を
そ
れ
ま
で
の
東
洋
の
医
学
体
系
、
つ
ま
り
「
気
血
思
想
」
や
「
経
絡
思
想
」
と
は
全
く
別
の

体
系
と
解
釈
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
「
経
絡
思
想
」
に
つ
い
て
は
少
々
の
違
い
が
あ
る
、
と
い
う

様
に
考
え
て
い
た
と
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
「
少
シ
」
の
「
差
誤
」
な
の
で
あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
様
々
な
症
例
を
約
百
例

も
取
り
上
げ
て
い
る
巻
第
五
に
お
い
て
、
巻
第
二
で
解
説
さ
れ
て
い
る
「
経
絡
」
、
即
ち
「
心
経
」
、
「
肝
経
」
は
愚
か
「
髄
筋
」
と
い
う
言
葉

ま
で
も
が
全
く
登
場
せ
ず
、
い
き
な
り
十
四
経
絡
と
経
穴
が
出
て
く
る
事
が
説
明
で
き
な
い
。

（
帥
）
（
Ⅲ
｝

楢
林
鎮
山
の
『
外
科
宗
伝
」
の
中
の
「
金
瘡
跣
撲
部
」
や
西
玄
哲
の
『
金
瘡
跣
撲
療
治
之
書
』
と
内
容
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
で
も
有
名

（
吃
）

で
あ
る
伊
良
子
光
顕
の
著
し
た
『
外
科
訓
蒙
図
彙
」
に
は
、
祖
父
の
道
牛
が
カ
ス
パ
ル
の
教
え
を
受
け
た
と
書
い
て
あ
る
が
、
カ
ス
パ
ル
は

道
牛
の
出
生
以
前
の
一
六
五
○
年
に
は
離
日
し
て
お
り
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
カ
ス
パ

（
卿
）

ル
流
の
道
牛
の
代
か
ら
伊
良
子
家
に
伝
わ
っ
て
い
た
も
の
を
上
梓
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
『
外
科
訓
蒙
図
彙
』
に
は
「
總
身
之
部
」
に
「
ゼ

イ
ヌ
ン
」
に
つ
い
て
の
体
系
的
な
説
明
が
あ
る
。

總
シ
テ
人
身
ニ
ゼ
イ
ヌ
ン
ト
云
経
ア
ッ
テ
十
二
経
ノ
紀
原
ニ
シ
テ
手
足
九
穴
ノ
分
野
ノ
運
動
ヲ
主
ル
然
ル
ー
此
ゼ
イ
ヌ
ン
経
二
少

ニ
テ
モ
疵
ア
タ
ル
ト
キ
ハ
愈
難
シ
此
経
ノ
背
少
シ
キ
レ
タ
ル
ハ
奥
二
出
ス
薬
方
ニ
テ
療
ゼ
バ
経
ノ
両
端
ノ
切
ロ
ョ
リ
肌
肉
ヲ
生
ジ

気
血
ヲ
通
ジ
テ
蒜
ナ
カ
ル
ベ
シ
亦
此
ゼ
イ
ヌ
ン
ノ
片
端
ヲ
キ
リ
タ
ル
時
ハ
ゼ
イ
ヌ
ン
ヲ
鋏
ニ
テ
切
断
シ
テ
奥
ノ
療
法
ニ
ス
ベ
シ
キ

四
、
伊
良
子
光
顕
の
『
外
科
訓
蒙
図
彙
」
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つ
ま
り
「
虚
ノ
大
経
」

様
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

五
、
本
木
良
意
の
『
和
藺
全
躯
内
外
分
合
図
」

（
Ｍ
）

『
解
体
新
書
』
の
刊
行
さ
れ
る
二
年
前
に
、
『
和
蘭
全
躯
内
外
分
合
図
』
と
い
う
解
剖
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
本
木
良
意
に
よ

る
日
本
最
初
の
西
洋
医
学
書
の
「
翻
訳
害
」
で
あ
る
。
良
意
の
死
後
七
十
五
年
も
た
っ
て
か
ら
出
版
さ
れ
た
の
だ
が
、
原
本
の
成
立
年
代
に

（
巧
）

つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
こ
と
は
分
か
っ
て
い
な
い
が
、
以
下
、
最
も
原
本
に
近
い
体
裁
を
と
ど
め
て
い
る
と
い
う
原
三
信
の
筆
写
し

（
略
）

た
も
の
（
原
三
信
本
）
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
行
く
。

（
Ⅳ
）

こ
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
酒
井
氏
の
先
行
研
究
等
が
詳
し
い
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
血
管
系
は
「
経
」
と
表
現
し
経
絡
の
概
念
と
結
び
つ
け

て
解
釈
し
、
神
経
系
は
「
筋
」
と
表
現
し
て
い
る
、
と
あ
る
。

ま
ず
は
同
書
に
は
、
「
心
ノ
大
経
」
、
「
虚
ノ
大
経
」
な
ど
の
血
管
系
の
知
識
に
関
す
る
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
酒
井
氏
も

指
摘
し
て
い
る
ご
と
く
、
良
意
は
東
洋
医
学
の
「
経
絡
説
」
の
概
念
に
結
び
つ
け
て
理
解
し
て
い
る
。
例
え
ば
「
前
三
」
（
「
前
三
」
の
図
に
対

応
す
る
項
と
い
う
意
味
）
の
項
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

「
ゼ
ィ
ヌ
ン
」
は
「
十
二
経
絡
」
の
も
と
で
あ
る
と
は
っ
き
り
と
言
い
切
り
、
「
気
血
」
の
巡
っ
て
い
る
状
態
が
「
蒜
な
い
」
状
態
で
あ
る

と
い
っ
て
い
る
。
確
か
に
「
ゼ
イ
ヌ
ン
」
と
い
う
、
「
神
経
」
を
示
す
単
語
は
現
れ
て
い
る
が
、
『
蕃
国
治
方
類
聚
』
や
『
紅
毛
秘
伝
外
科
療

治
集
』
以
上
に
、
東
洋
医
学
的
概
念
に
捕
ら
わ
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
は
疑
問
の
余
地
は
無
い
。

ソ
虚
ノ
大
経
ト
云
此
所
ョ
リ
上
二
気
揚
ル
根
也

つ
ま
り
「
虚
ノ
大
経
」
（
大
静
脈
）
は
上
に
気
を
揚
げ
る
役
割
が
あ
る
と
云
う
の
で
あ
る
。
ま
た
「
口
中
井
心
臓
ノ
経
絡
図
」
に
は
次
の

ラ
ズ
シ
テ
治
ス
ル
ト
キ
ハ
不
日
二
腐
骨
髄
ニ
イ
リ
不
治
ノ
症
ト
ナ
ル
可
レ
恐
ト
ス

(92） 392



様
、
「
虚
ノ
大
経
」

次
の
よ
う
に
あ
る
。

左
の
手
の
甲
に
は
、
脾
臓
か
ら
続
く
「
経
」
、
頭
か
ら
続
く
「
経
」
が
あ
り
、
右
の
手
の
甲
に
は
、
肝
臓
か
ら
続
く
「
経
」
、
頭
か
ら
続
く

「
経
」
、
肝
臓
の
「
経
」
、
肺
と
胸
か
ら
続
く
「
経
」
が
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
「
頭
か
ら
続
い
て
い
る
経
」
と
い
う
の
は
、
現
代
の
医
学
で
い
う
所
の
「
神
経
」
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
「
神
経
」
を
指

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
「
筋
」
や
「
脳
筋
」
と
い
う
も
の
が
別
に
記
述
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
後
述
）
。
こ
れ
ら
は
東
洋
医
学
の
「
十
二

経
絡
説
」
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
た
だ
手
の
「
経
」
に
配
当
さ
れ
て
い
る
諸
臓
器
が
従
来
の
十
二
経
絡
説
と
は
完
全
に
は
一
致

し
な
い
。
藺
館
医
と
の
対
話
で
理
解
で
き
な
か
っ
た
も
の
に
、
無
理
や
り
従
来
の
説
を
当
て
は
め
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

「
経
」
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
「
経
絡
説
」
の
域
内
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

次
に
「
筋
」
に
つ
い
て
の
記
述
を
検
討
し
て
み
る
。
「
筋
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
部
分
、
ま
ず
は
「
前
六
」
（
「
前
六
」
の
図
に
対
応

タ
此
所
ヨ
リ
上
二
気
ヲ
発
心
臓
ョ
リ
続
ク
心
経
ノ
根
卜
云

「
心
経
」
（
動
脈
）
の
根
も
と
か
ら
上
に
気
が
発
せ
ら
れ
る
、
と
云
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
今
ま
で
検
討
し
て
き
た
諸
紅
毛
流
外
科
書
同

、
「
虚
ノ
大
経
一
な
ど
を
「
気
血
」
の
巡
る
「
経
絡
」
と
解
釈
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
左
ノ
手
甲
」
と
「
右
の
手
」
の
項
に
は
、

、
１
１
ｎ
日
側
吐
川
岬
／
々
辛
叩

チ
肺
臓
又
胸
ョ
リ
続
ク
経

'、ホ ニノ、

脾
臓
ョ
リ
続
ク
経

頭
ョ
リ
続
ク
経

頭
ョ
リ
賂

肝
臓
ノ
経

肝
臓
ョ
リ
続
ク
経

頭
ョ
リ
賂
（
？
）
二
続
ク
経
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こ
れ
ら
の
記
述
は
、
こ
れ
ま
で
に
検
討
を
加
え
て
き
た
、
諸
紅
毛
流
外
科
言
と
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
良
意
は
「
筋
」
に
つ
い

て
は
、
「
経
絡
」
と
は
同
一
視
し
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
上
で
は
「
脳
筋
」
と
い
う
「
筋
」
が
出
て
き
た
が
、
「
前
三
」
の

項
に
は
「
脳
経
」
と
い
う
「
経
」
が
出
て
お
り
、
は
っ
き
り
分
け
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
こ
と
が
伺
え
る
。
も
ち
ろ
ん
前
者
は

現
代
で
い
う
「
神
経
」
で
あ
り
、
後
者
は
「
血
管
」
に
対
応
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
経
絡
と
区
別
さ
れ
た
「
筋
」
の
「
存
在
」
を
記
し
て

い
る
点
で
は
、
他
の
外
科
書
と
比
べ
て
、
一
歩
踏
み
出
し
て
い
る
と
い
え
る
。

ス
ワ
ン
メ
ル
ダ
ム
（
苛
己
い
ぎ
四
目
ョ
の
ａ
四
目
》
勗
笥
‐
雪
）
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
る
ま
で
欧
州
で
信
じ
ら
れ
て
い
た
、
筋
肉
の
収
縮
は
何
物
か
が

神
経
を
下
っ
て
筋
肉
に
達
し
筋
肉
の
容
積
が
増
大
す
る
こ
と
に
よ
る
、
と
い
う
考
え
を
聞
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
良
意
は
単
に

「
力
筋
ヲ
増
ス
」
と
い
っ
て
い
る
だ
け
で
、
「
脳
髄
汁
」
の
役
割
に
つ
い
て
、
こ
の
他
に
は
記
述
は
皆
無
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
頭
脳
筋
之
図
」
の
後
に
続
く
「
頭
之
図
三
」
を
み
て
み
る
。

二
頭
五
番
対
ノ
脳
筋
卜
云
此
末
耳
ノ
内
二
在
ル
石
骨
卜
云
二
至
ル
此
筋
ニ
テ
耳
聞

ホ
頭
四
番
対
ノ
脳
筋
ト
云
此
未
舌
二
至
ル
味
ヲ
知
ル

す
る
項
と
い
う
意
味
）
の
項
を
見
て
み
よ
う
。

リル ソ
脳
髄
汁
通
ル
筋
腰
ョ
リ
下
ニ
モ
順
ル
腰
六
節
ノ
脊
ョ
リ
如
此
二
伝
リ
来
リ
腰
下
部
ノ
カ
筋
ヲ
増
卜
云

頭頭頭頭
ノ弐四五
壹番番番
番対対対
対ノノノ
ノ脳脳脳
脳筋筋筋
髄トトト
筋云云云

卜命

云喧照齪喋両
眼
二
至
ル

両
眼
明
成
根
本
此
所
也

恥
（
ま
た
た
き
）
ス
ル
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し
か
し
「
筋
」
に
つ
い
て
の
説
明
は
単
に
「
脳
汁
（
脳
髄
汁
こ
が
通
る
、
と
し
て
い
る
だ
け
で
、
な
ん
ら
こ
の
新
し
い
考
え
方
に
つ
い
て

の
解
説
は
な
い
。
「
筋
」
に
よ
っ
て
、
も
の
を
聞
い
た
り
見
た
り
で
き
る
、
と
い
っ
た
記
述
も
、
現
代
人
か
ら
見
れ
ば
神
経
説
の
説
明
だ
と
分

か
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
経
絡
説
し
か
知
ら
な
け
れ
ば
、
気
血
が
巡
っ
て
い
る
の
で
五
感
が
生
じ
る
の
だ
、
と
解
釈
す
る
で
あ
ろ
う
。
第
一

「
血
管
系
（
「
経
」
）
」
の
ほ
う
は
「
経
絡
説
」
を
採
り
入
れ
て
説
明
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
「
筋
」
は
「
脳
汁
」
が
通
っ
て
い
る
と
い
う
説
明
も
、
区
別
す
る
決
め
手
に
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
「
経
」
の
方
の
記
述
で

「
血
」
以
外
に
「
乳
汁
」
、
「
穀
汁
」
、
「
淫
水
」
が
通
る
「
経
」
と
い
う
よ
う
な
説
明
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
本
木
良
意
自
身
「
筋
」
に
つ
い

て
、
東
洋
医
学
に
は
な
い
全
く
新
し
い
概
念
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
良
意
は
「
経
」
に
つ
い
て
は
「
気
血
」
の
巡
る
「
経
絡
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
「
筋
」
と
い
う
現
代
で
い
う
と
こ
ろ

の
「
神
経
」
に
つ
い
て
は
、
他
の
紅
毛
流
の
外
科
害
と
違
っ
て
「
経
絡
」
と
は
区
別
を
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
他
の
外
科
書
と
比
べ
て
、

一
歩
踏
み
出
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
明
確
に
、
新
し
い
概
念
で
あ
る
こ
と
を
提
示
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
『
解
体
新
書
」
に
二
年

（
脇
）

も
先
ん
じ
な
が
ら
、
陰
に
か
す
ん
で
し
ま
っ
た
最
大
の
原
因
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
紅
毛
流
を
中
心
に
、
「
解
体
新
書
」
以
前
の
外
科
に
お
け
る
東
洋
医
学
的
側
面
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
き
た
。
西
洋
医
学
の
概
念

で
あ
る
「
神
経
」
に
対
応
す
る
単
語
は
「
解
体
新
書
」
よ
り
も
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
医
耆
に
現
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
単
語
の
用
法

の
分
析
に
よ
り
、
気
血
思
想
、
経
絡
思
想
の
影
響
が
色
濃
く
表
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
「
西
洋
医
学
」
の
文
脈
に
よ
る
「
神
経
」
と
い
う
概

念
の
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
「
南
蛮
流
」
、
「
紅
毛
流
」
や
「
藺
学
」
な
ど
の
、
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
医
学
の
「
移
入
」
を
行
っ
て
い
た
医
者
達
の
歴
史
的
な
位
置

づ
け
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
医
学
側
か
ら
の
考
察
だ
け
で
は
不
充
分
な
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
医
学
概
念
の
変
貌
と
い
う
側

び

一
、
、
ヒ
オ

ユ
ノ
ふ
ぷ
棚
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面
に
お
い
て
、
東
洋
医
学
的
概
念
の
影
響
に
つ
い
て
の
、
よ
り
一
層
の
研
究
が
必
要
な
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
本
論
文
の
分
析
は
ご
く
限
ら

れ
た
範
囲
の
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
も
充
分
と
い
う
に
は
程
遠
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
更
な
る
分
析
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
外

科
に
限
定
す
る
理
由
は
な
く
、
「
解
体
新
書
以
前
」
に
も
限
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
も
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
様
々
な
角
度
か
ら
の
西
洋
医
学
の
移
入
過
程
に
お
け
る
医
学
的
概
念
の
変
遷
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
「
近
代
化
」
の
過

程
で
何
を
受
容
し
何
を
切
り
捨
て
た
の
か
、
何
を
維
持
し
つ
つ
何
を
失
っ
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
知
る
足
が
か
り
が
出
来
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
？

（
６
）
「
以
前
」
二
二
三
～
四
頁
、
『
蕃
国
治
方
類
聚
」
序
文
、
関
場
不
二
彦
「
西
医
学
東
漸
史
話
上
巻
』
（
以
下
茜
医
』
）
一
七
三
～
九
六
頁
、
吐
鳳

堂
書
店
、
東
京
、
昭
和
八
年
、
古
賀
十
二
郎
「
西
洋
医
術
伝
来
史
』
（
以
下
『
伝
来
」
）
七
五
～
九
頁
、
日
新
書
院
、
東
京
、
昭
和
十
七
年

（
３
）
村
上
陽
一
郎
「
科
学
史
（

（
４
）
「
逆
遠
近
法
」
四
十
九
頁

（
５
）
嵐
山
甫
安
『
蕃
国
治
方
届

、
王

、
毛
〃
ｆ

（
１
）
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
、

号
、
三
二
三
～
三
四
七
頁
、
一

『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
第
四
‐

（
２
）
酒
井
シ
ヅ
、
小
川
鼎
三
弓
解

下
「
以
前
」
）
、
酒
井
シ
ヅ
「
江

年
所
収
）
（
以
下
『
東
ア
ジ
ア
』
）

確
認
。

嵐
山
甫
安
『
蕃
国
治
方
類
聚
』
天
和
三
年
、
慶
應
義
塾
大
学
本
。
な
お
京
都
大
学
本
と
の
比
較
も
し
た
が
、
少
々
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
て
い

る
の
み
で
、
「
同
一
害
」
と
い
っ
て
差
し
支
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
本
論
文
中
に
引
用
し
た
部
分
と
、
全
く
同
じ
記
述
が
あ
る
こ
と
は

村
上
陽
一
郎
「
科
学
史
の
逆
遠
近
法
」
（
以
下
、
「
逆
遠
近
法
」
）
二
十
八
頁
～
三
十
一
頁
、
中
央
公
論
社
、
東
京
、
昭
和
五
十
七
年

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
カ
ス
パ
ル
・
シ
ャ
ム
ベ
ル
ヶ
ル
と
「
カ
ス
パ
ル
流
外
科
」
（
上
）
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
四
十
二
巻
第
三

号
、
一
一
三
三
～
三
四
七
頁
、
平
成
八
年
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
カ
ス
パ
ル
・
シ
ャ
ム
ベ
ル
ケ
ル
と
「
カ
ス
パ
ル
流
外
科
」
（
下
）
」

『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
第
四
十
二
巻
第
四
号
、
五
一
二
～
五
四
六
頁
、
平
成
八
年
な
ど
を
参
照
。

酒
井
シ
ヅ
、
小
川
鼎
三
弓
解
体
新
書
」
出
版
以
前
の
西
洋
医
学
の
受
容
」
「
日
本
学
士
院
紀
要
」
第
三
十
五
巻
第
三
号
、
昭
和
五
十
三
年
（
以

下
「
以
前
」
）
、
酒
井
シ
ヅ
「
江
戸
時
代
の
西
洋
医
学
の
受
容
」
（
吉
田
忠
編
「
東
ア
ジ
ア
の
科
学
」
五
～
四
九
頁
、
勁
草
書
房
、
東
京
、
昭
和
五
十
七
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（
７
）
「
以
前
」
一
三
四
～
五
頁
、
一
束
ア
ジ
ア
」
一
三
～
五
頁

（
８
）
中
村
宗
理
『
紅
毛
秘
伝
外
科
療
治
集
』
貞
享
元
年
、
東
京
大
学
本

（
９
）
「
東
ア
ジ
ア
』
一
六
～
九
頁
、
小
川
鼎
三
「
明
治
前
日
本
解
剖
学
史
」
（
日
本
学
士
院
編
『
明
治
前
日
本
医
学
史
」
第
一
巻
、
東
京
、
昭
和
三
十
年
所

収
）
七
四
～
六
頁

（
岨
）
筆
者
の
手
元
に
あ
る
京
大
本
（
『
南
蛮
外
科
宗
匡
）
に
よ
る
。
写
本
に
よ
っ
て
は
「
金
瘡
害
」
や
「
金
瘡
跣
撲
之
書
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
Ⅱ
）
『
東
ア
ジ
ア
』
二
三
～
七
頁
、
関
場
不
二
彦
「
紅
夷
外
科
宗
伝
、
金
瘡
跣
撲
療
治
之
害
及
び
外
科
訓
蒙
図
彙
の
三
害
考
」
（
『
中
外
医
事
新
蓮
第

へへへへ

15141312
………

ヘ
〈
ｈ
リ
ー

ゲ
ョ
ｌ
ユ
』

、
局
ノ
ー
〆

〔
勺
１
４
、

「
（
×
〕
一

戸
「
１
入
』

訂
以
前
」
一
三
四
～
五
頁
、
「
東
ア
ジ
ア
」
一
三
～
五
頁
。

中
村
宗
理
『
紅
毛
秘
伝
外
科
療
治
集
』
貞
享
元
年
、
東
京
大
学
本

「
東
ア
ジ
ア
ー
ヱ
ハ
～
九
頁
、
小
川
鼎
三
「
明
治
前
日
本
解
剖
学
史
」
（
日
本
学
士
院
編
『
明
治
前
日
本
医
学
史
」
第
一
巻
、
東
京
、
昭
和
三
十
年
所

’
’
五
五
Ｅ
ゞ
睨
荊
王
勾
｝

伊
良
子
光
顕
『
外
科
訓
蒙
図
彙
」
明
和
六
年
、
京
都
大
学
本

「
西
医
」
四
一
三
～
五
頁
、
『
伝
来
」
九
九
～
一
○
一
頁
、
『
東
ア
ジ
ア
」
二
五
～
六
頁

本
木
良
意
『
和
蘭
全
躯
内
外
分
合
図
』
明
和
九
年
、
東
京
大
学
本

「
以
前
」
一
三
九
、
一
四
一
頁
、
原
三
信
「
蘭
方
医
三
百
年
』
六
七
～
九
頁
、
原
三
信
壺

本
木
良
意
＊
表
題
無
し
貞
享
四
年
、
原
三
信
本

「
以
前
」
一
三
八
～
四
二
頁
、
「
東
ア
ジ
ア
』
九
～
一
三
頁

こ
の
他
に
も
、
「
中
焦
」
な
ど
東
洋
医
学
独
特
の
臓
器
を
記
述
し
て
い
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。

（
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
広
域
科
学
専
攻
）

年 『
東
ア
ジ
ア
』
二
三
～
七
一

一
一
五
五
号
、
昭
和
五
年
）

原
三
信
藺
方
外
科
免
許
三
百
周
年
記
念
会
、
福
岡
、
昭
和
六
十
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TheJapaneseConceptionof@6Nerve''beforethePublication

ofthe@6Kaitai-shinsho.''

四
句
品

byNoriakiMATSUMURA

ThroughouttheEdoperiod,theJapaneseavidlycontinuedimportingEuropeanmedicalknowledge,

mainlythroughtradebetweenJapanandtheNetherlands,andJapanesemedicinechangedgreatly.But

thischangeoccurrednotonlyinknowledgebutalsointheconceptualsystem.

Inthisstudy,theauthorconsideredhowtheconceptof"nerve''wasunderstoodbyJapanesesurgeons

beforethe"Kaitai-shinsho,"examiningtheusagesofthecorrespondingJapanesewords,andclarified

that,especiallyconcerningthisconcept,theJapanesesurgeonsweregreatlyinfluencedbyOriental

medicalthoughtwhentheytriedtounderstandWesternmedicalknowledge.

（
ぬ
つ
）


